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理す」「第二十二条 民生部に左の三司を置 く 教
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いる。保健司には「四科ヲ置ク」 (「民生部分科規程 第十六条」慶徳4年7月1日 政府公報)として
「保健体育科 医務科 防疫科 煙政科」が設置され,さらに「保健体育科ハ左ノ事項ヲ掌ル」(同
前規程 第十七条)として「―,衛生思想の普及に関する事項 二,飲食物,飲料水及上水道に関
する事項 三,下水道,汚物掃除其の他清潔保持に関する事項 四,墓地及火葬場に関する事項 五,
移民衛生に関する事項 六,学校衛生に関する事項 七,体育運動及体育団体に関する事項 八,
体育衛生の調査,統計に関する事項 九,他科の主管に属せざる事項(lL
そして「保健司各科事務分掌規程」(康徳4年7月1日)では「保健体育科」に「保健股 移民衛
生股 学校衛生股 体育股 庶務股」が設置され (第一条),「学校衛生股」は,「―,学生及教員の
健康増進に関する事項 二,学生の身体検査に関する事項 三,学校設備の衛生に関する事項 四,
身体虚弱者の監督,養護に関する事項 五,衛生教育に関する事項 六,学校医及学校看護婦の指
導,監督に関する事項 七,教授衛生に関する事項 八,学校診療に関する事項 九,学校衛生の
調査,研究に関する事項」(第4条)を掌り,「体育股」は,「―,体育の指導,奨励に関する事項 二,







































































































































第一 体育行政機関の充実 (省,市,県への体育官配置) 第二 学校体育対策 ―,学校体育教
授要目の制定 二,体育督(視)学官の設置 三,屋内体操場,其の他の体育施設の新設,改善 四,
体力測定 第二 体育指導者の養成 ―,国立体育学校及附属体育研究所の設置 二,体育講習会
の実施 第四 社会体育対策 ―,国民体育教範の編纂 二,総合運動場の建設 三,小公園 (児
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う。大石は,このなかで「第一篇 民族的体育の諸理想」として医学的。生物学的。実践的・主意的体育を論ず―
るとともに,ギリシャ,ロー マ等の国家主義的体育を解説し,「第二篇 最近に於ける民族体育連動」ではナテス・
ドイツ,チェコスロバキア,イタリア等の国家社会主義ならびに民族主義体育を紹介し,「第三篇 日本体育の本
質観」においては篠原助市の意志的。人格主義的体育論が正当であるとしている。
(1995年4月30日受理)

